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売上高は6,267億円となり、前年比3%の増加となっています。 

この増加は為替変動の影響によるものです。 

為替変動の影響を除くと、売上高は前年と殆ど変わっていません。 

 

市場状況が改善している地域と低調な地域が混在するなか、無形資産償却と個別
開示項目前営業利益は前年比13%改善しています。 

 

個別開示項目には、第2四半期に計上した、金額の大きい2つの利益と、リストラク
チャリング施策の最終段階で発生した費用などが含まれています。ここでは、合計
で55億円の利益を計上しています。 

 

金融費用はわずかに増加しており、持分法による投資利益はロシアのジョイント・
ベンチャーで計上した為替差損による影響を受けています。 

 

当期利益は黒字となっています。 
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個別開示項目には、金額の大きい2つの利益とリストラクチャリング施策の 
最終段階で発生した費用などが含まれています。 
 

金額が大きい2つの利益については、第2四半期の決算の時に説明させていただ
いたとおりです。 

 

下半期でも、当初の計画通り、リストラクチャリング施策によるコストが生じています。
これらのコストは世界各地で発生しており、リストラクチャリング施策の最終段階で
生じたものであります。 
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販売数量ですが、改善している地域と低調な地域が混在しています。北米では、建
築用ガラス事業と自動車用ガラス事業の両方が、好調な市場状況の恩恵を受けま
した。東南アジアの建築用ガラス事業も、国内とソーラー用ガラスの需要増加の恩
恵を受けています。 

一方で、これらの改善は、南米や消費増税による影響を受けた日本の建築用ガラ
ス事業などの低調によって相殺されました。 
 
販売価格は、主要な地域で安定的に推移しました。 
 
投入コストは、前年と同様の水準でした。 
 
コスト削減による効果は、計画に沿ったかたちで発現しています。 
 

「その他」はマイナスになっていますが、これは主に前年に認識した一過性の要因
による収益に起因しています。 
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過去３期間のキャッシュ・フローです。営業利益の改善とリストラクチャリング施策に
よって生じるコストの減少によって、収益性が改善しています。 

 

また、過去３期において多額のリストラクチャリング費用が発生しましたが、運転資
本の削減により、キャッシュ・フローはプラスで推移しています。 

 

今年度も更なる収益性の改善と合わせて、キャッシュ・フローが改善することを見込
んでおります。 
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ネット借入は主に為替変動の影響により、僅かに減少しました。 

 

収益性の改善により、ネット借入/EBITDA比率と営業利益率が改善しています。 

 

ネット借入/純資産比率は前年と同様の水準です。 

 

EBITDA/インタレスト・カバレッジは、金融費用の増加が収益性改善の効果を打ち
消したため、前年と同様の水準となりました。 
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このスライドは、当社グループの事業セグメント毎の売上高の構成比を示して 
います。 

 

当社グループの売上高の構成比は、欧州が39％、日本で25％、北米で 
18％、その他の地域で18％、となっています。 



欧州の建築用ガラス市場の需要は低いレベルではあるものの、安定的に 
推移しました。当社の販売数量は減少しましたが、前年度にて実施した 
生産能力の削減により稼働率が向上しました。 

 

自動車用ガラス事業では、売上と利益は概ね前年と同様の水準でした。 

第4四半期では、新車販売台数が増加するなど、回復の兆しが見られました。 
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建築用ガラス事業では、消費増税による需要軟化の影響を受け、減収となりまし
た。 

 

自動車用ガラスの新車（OE)事業では、消費増税にも関わらず需要は 
堅調でしたが、第4四半期において弱含みの兆候が見られました。 
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建築用ガラス事業は、国内およびソーラー用ガラスの需要の増加により、 
増収増益となりました。価格水準も前年度を上回っています。 

 

自動車用ガラスの新車（OE）事業の数量は、前年より増加しています。 
補修用（AGR）事業は堅調な需要を享受しています。 
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建築用ガラス事業では、東南アジアにおける需要の改善と、ベトナムから出荷され
るソーラー用ガラスの増加によって好調でした。南米のアメリカ・ドル換算の売上高
も前年と同様の水準で推移しました。 

 

南米の自動車用ガラス市場は、厳しい経済状況の影響を受け、低調に推移してい
ます。 
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高機能ガラス事業の売上高は、前年と同様の水準でした。 

 

ディスプレイ用薄板ガラスは価格競争の影響を受ける一方、 
オフィス向けプリンター用レンズの需要は堅調でした。 

 

グラスコードの数量は前年と同様の水準で推移しました。 
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持分法投資利益は、低調な経済情勢とルーブル通貨下落の影響を受けた 
ロシアのジョイント・ベンチャーの損失により、前年を下回りました。 

 

建築用ガラス事業のブラジルにおけるジョイント・ベンチャーのセブラセ社の 
業績は、前年と同様の水準でした。 

 

コロンビアのジョイント・ベンチャーの業績は、前年において開業時のコストを計上し
ていたため、前年に比べ改善しました。 
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2016年3月期通期業績予想について、欧州では、建築用ガラス市場は概ね横ばい
で推移するものと見込んでいます。 

自動車用ガラス市場は、2015年3月期の第4四半期に見られた回復傾向の継続を
見込んでいます。 

 

日本は、建築用ガラス市場の緩やかな改善により、稼働率の改善を見込んでおり
ます。 

自動車用ガラス市場は横ばいで推移すると想定しておりますが、各種改善も見込
んでおります。 
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北米では、数量は堅調に推移するものと想定しております。また、当社の自動車用ガ
ラス事業において、収益性の改善を見込んでいます。 

 

その他の地域では、東南アジア市場の状況が更に改善するものと見込んでいます。
その一方、南米では自動車用ガラス事業の稼働率改善のための施策の実行を予定
しております。 

 

高機能ガラス事業の見通しは引き続きポジティブであると見込んでおります。 
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2016年3月期の通期業績予想です。 

 

売上高は6,550億円と、前期から5%の増加となっていますが、ここでは市場状況が
緩やかに改善することを織り込んでいます。 

 

営業利益は240億円です。前期からの改善は、市場状況の回復とあわせて、VA（
高付加価値）製品比率を上げ、コスト削減を図ることによって、実現するものと見込
んでおります。 

 

金融費用は前期と同様の水準で推移するものと想定しています。 

 

また、持分法による投資利益は、市場状況の回復の影響を享受するものと 

見込んでいます。 

 

最終の当期利益は20億円と見込んでおります。 

 

 

 

 

23 



24 



好調な地域と不調な地域が混在する中、低調な事業については改善策を実施します。
また、好調な事業については更なる収益の増強に努めます。 

 

稼働率改善は計画通り進捗しております。 

 

各事業において、VA商品の立ち上げは計画通り進捗しています。 

これは重点戦略として、引き続き注力してまいります。 

 

これまでのリストラ中心の守勢から、増収増益に向けての攻めに移行していきます。 

 

「設備稼働率の極大化」と「VA比率の向上」の基本戦略は変更していません。 
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戦略ビジョン「ＶＡガラスカンパニー」に向けたアクションを更に加速させる上で、 

次の４点がポイントになります。 

 

○コスト競争力の向上 

 製造効率（稼働率）の向上とコスト削減に引き続き注力していきます。 

 

○建築用・自動車用ガラス事業 

 高付加価値な製品とサービスを提供していきます。 

 

○高機能ガラス事業 

 新しい価値を持った製品やサービスを提供していきます。 

 また、先進市場の開拓を行ってまいります。 

 

○各地域事業の戦略実行の加速 

 優先順位を決め、経営資源の重点配分を行います。 
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業績は、無形資産償却と個別開示項目前営業利益は前年比13%の改善となりま
した。また、最終の当期利益も黒字化いたしました。 

 

当社のコスト削減施策が、利益改善につながっています。 

 

市場の状況は、改善している地域と低調な地域が混在しています。 

 

2016年3月期では、市場の状況が緩やかに改善することを想定しています。 

 

中期経営計画の基本戦略に変更はありません。 
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